


2広報ひの

　

４
月
８
日
、
町
内
の
小
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
根
雨
小

学
校
に　

人
、
黒
坂
小
学
校
に

32

　

人
の
新
入
生　

人
が
新
し
い

10

42

学
校
生
活
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

今
年
入
学
し
た
の
は
、
平
成

９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成　

年
10

４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
た

ち
。
昨
年
に
比
べ
、　

人
多
く

17

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
新
し
い
学
校
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
１
年
生
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

▲

根
雨
小
学
校

西村彩花さん

佐野莉子さん田辺勇太さん櫃田和希さん小林芽生さん

西村風香さん山本龍星さん中山つぐみさん松原成志さん

名越　廉さん白根隆也さん山﨑支央里さん小川晴生さん

蔵本直也さん大垣　涼さん渡部　威さん長尾結実さん
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西村　悠さん松本滉平さん堀田　潤さん生田なつみさん生田蘭摩さん

坂本龍太さん吉田真梧さん音田千花子さん西村　宗さん宮田湧生さん

長谷川史奈さん川上悠稀さん渡辺大陸さん宇田川　哲さん平野弥生さん

▲

黒
坂
小
学
校

稲田　光さん杠　美憂さん坂本　樹さん生田　奨さん上谷　楓さん

長尾颯也さん長尾梨奈さん西村匠平さん石田　匠さん伊田真子さん



4広報ひの

平成 16 年度予算

まちのお金の使い道
今年度の予算は 37 億 700 万円

まちづくりの基礎となる平成１６年度の予算も動き始めました。

まちの財政の中心となる一般会計の当初予算は３７億７００万円で、前年度に比べ３億２，２００万円と 9.51㌫

の増。６つの特別会計を加えた総予算 ５９３万８千円（伸率 0.62㌫増）になりました。

今年度のまちづくりを進めるために編成された予算の内容をお知らせします。

　

今
年
度
は
、
自
主
性
や
自
立
性

を
さ
ら
に
高
め
、
特
色
・
夢
の
あ

る
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実

現
の
た
め
、
福
祉
施
策
や
生
活
関

連
の
整
備
、
中
小
企
業
へ
の
支
援

な
ど
を
引
き
続
き
推
進
。
少
子
・

高
齢
化
や
過
疎
化
、
加
速
す
る
情

報
化
の
中
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

再
認
識
し
、
福
祉
・
医
療
・
人
権
・

環
境
・
教
育
を
重
点
と
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
江

府
町
と
の
合
併
の
準
備
を
進
め
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
の
な
い
よ

う
合
併
期
日
を
迎
え
る
た
め
、
合

併
協
議
を
最
重
点
課
題
と
位
置
づ

け
て
、
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
地

方
交
付
税
や
国
・
県
補
助
金
の
削

減
が
あ
り
ま
す
が
、
合
併
協
議
関

係
、
保
育
所
建
設
、
町
道
柿
ケ
瀬

線
踏
切
改
良
な
ど
今
ま
で
の
課
題

で
あ
っ
た
事
業
を
計
上
。
総
額　
37

億
７
０
０
万
円
、
昨
年
よ
り
３
億

２
２
０
０
万
円
の
増
額
（
昨
年
度

前年度と比べて３億２,２００万円の増

福
祉
・
医
療
・
人
権
・
環
境

教
育
を
重
点
に
予
算
を
編
成

一
般
会
計
と
特
別
会
計

合
わ
せ
て　

億
９
５
９
３
万
円

57

歳　入
３７億７００万円

一般会計

町税　３億６,５７９万６千円

繰入金
１億４,４２０万５千円

諸収入
１億３,０６１万２千円

その他（※ 1）

１億２,２３９万９千円

自
主

財

源

20.58％

地方交付税　１７億９７２万５千円

町債　
６億６,２００万円

その他（※ 2）　１億２,３１２万３千円

国庫支出金　１億７,４５６万２千円

県支出金　
２億７,４５７万８千円

依

存

財
源

79.42％

その他※１

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入・寄付金
繰越金

その他※２

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金



９
・
５
１
㌫
増
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
、
一

般
会
計
と
は
別
に
運
営
す
る
６
つ

の
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
総
額
は

　

億
９
５
９
３
万
８
千
円
で
、
昨

57年
よ
り
３
５
４
２
万
８
千
円
の
増

額
（
伸
率
０
・
６
２
㌫
）
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
ま
ち
が

自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
の
自

主
財
源（
町
税
・
分
担
金
・
負
担
金
・

使
用
料
・
手
数
料
な
ど
）
と
国
や

県
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
金
額
を
交

付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
収
入
（
地
方
交
付
税
・
町

債
・
国
や
県
の
支
出
金
な
ど
）
の

依
存
財
源
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
自
主
財
源
は
、
町
税

（
町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
）

の
３
億
６
５
７
９
万
６
千
円
や
使

用
料
及
び
手
数
料
の
２
６
３
７
万

円
な
ど
７
億
６
３
０
１
万
２
千
円

（
一
般
会
計
全
体
の　

・　

㌫
）

20

58

で
す
。

　

ま
た
、
依
存
財
源
は
、
地
方
交

付
税
の　

億
９
７
２
万
５
千
円

17

（
昨
年
度
当
初
予
算
よ
り
１
億
３

９
万
４
千
円
の
減
）
や
県
支
出
金

の
２
億
７
４
５
７
万
８
千
円
、
事

業
を
行
う
た
め
に
ま
ち
が
計
画
的

に
資
金
を
借
り
入
れ
る
町
債
の
６

億
６
２
０
０
万
円
な
ど　

億
４
３

29

９
８
万
８
千
円
（
一
般
会
計
全
体

の　

・　

㌫
）
で
す
。

79

42

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

予
算
の
使
い
道
を
説
明
す
る
と
、

福
祉
や
健
康
づ
く
り
、
保
育
所
建

設
な
ど
の
費
用
に
使
う
民
生
費
が

８
億
６
０
４
４
万
５
千
円
、
町
債

返
済
金
の
公
債
費
が
７
億
３
７
６

０
万
８
千
円
、
選
挙
費
用
や
全
般

的
な
管
理
事
務
経
費
な
ど
の
総
務

費
が
５
億
３
８
４
０
万
６
千
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
や
環
境
衛
生

関
係
に
使
う
衛
生
費
が
３
億
９
０

０
８
万
６
千
円
、
農
地
の
保
全
や

用
水
路
の
整
備
な
ど
に
使
う
農
林

水
産
業
費
が
３
億
５
７
８
４
万
８

千
円
、
町
道
の
改
良
や
整
備
費
な

ど
の
土
木
費
が
３
億
３
６
７
５
万

６
千
円
、
学
校
・
社
会
教
育
・
社

会
体
育
な
ど
に
使
う
教
育
費
に
３

億
１
７
７
６
万
３
千
円
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

中
小
企
業
へ
の
支
援
な
ど
の
商

工
費
は
７
５
３
２
万
７
千
円
、
議

会
運
営
費
な
ど
の
議
会
費
が
６
３

１
３
万
１
千
円
、
消
防
体
制
の
確

立
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
管
理
な
ど

に
使
う
消
防
費
に
１
５
０
０
万
７

千
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

 ( 単位 :千円　△＝減額） 
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自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源
は
全
体
の　

・　

㌫

20

58

  伸 率（％）      比    較
  平成１５年度

   当 初 予 算

  平成 16 年度

   当 初 予 算
       会   計  名

          9.51         322,000      3,385,000      3,707,000　  一  般  会  計

          4.65           16,171         347,498         363,669 国民健康保険

　
        

特  
別  
会  
計

      △ 7.04       △ 58,473         830,615         772,142 老人保健

      △ 2.91       △ 14,557         500,849         486,292 介護保険

    △ 52.15     △ 109,105         209,221         100,116 簡易水道

          3.79           11,582         305,855         317,437 公共下水道事業

    △ 72.84     △ 132,190         181,472          49,282 農業集落排水事業

          0.62           35,428      5,760,510      5,795,938       合           計

福
祉
、
健
康
づ
く
り
な
ど

民
生
費
に
８
億
６
千
万
円

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

民生費
８億６,０４４万５千円

総務費
５億３,８４０万６千円

農林水産業費
３億５,７８４万８千円

土木費
３億３,６７５万６千円

教育費
３億１,７７６万３千円

商工費　７,５３２万７千円 予備費　１,４６２万３千円

消防費　１,５００万７千円議会費　６,３１３万１千円

歳　出
３７億７００万円

一般会計

会計別の当初予算額表



町
職
員
人
事
異
動

　

今
年
度
は
組
織
の
見
直
し
に
も

着
手
し
、
保
育
所
を
３
園
か
ら
２

園
に
統
合
。
町
職
員
給
与
の
カ
ッ

ト
（
１
㌫
か
ら
３
㌫
）
や
旅
費
日

当
の
廃
止
に
よ
り
、
給
与
の
適
正

化
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
検
討

し
、
医
療
費
補
助
等
の
減
額
や
各

種
団
体
へ
の
補
助
金
、
負
担
金
な

ど
を
見
直
し
て
経
費
の
削
減
に
努

め
ま
し
た
。

　

歳
入
財
源
の
一
つ
、
ま
ち
の
貯

蓄
と
も
い
え
る
基
金
（
平
成　

年
15

度
末
見
込
み
額
６
億
４
１
８
８
万

６
千
円
）
の
取
り
崩
し
額
（
一
般

会
計
へ
繰
り
入
れ
）
は
１
億
４
４

２
０
万
５
千
円
。
各
種
基
金
の
積

み
立
て
や
取
り
崩
し
を
差
し
引
き

す
る
と
、
平
成　

年
度
末
の
基
金

16

残
高
は
５
億
１
６
７
万
２
千
円
に

な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
般
会
計
と
は
別
に
そ
れ
ぞ
れ

に
運
営
す
る
特
別
会
計
予
算
は
、

ま
ち
が
運
営
す
る
医
療
保
障
制
度

（
一
般
の
方
や
自
営
業
者
な
ど
を

対
象
に
し
た
医
療
給
付
な
ど
）
の

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
が
３
億

６
３
６
６
万
９
千
円
（
昨
年
度
当

初
よ
り
１
６
１
７
万
１
千
円
の

増
）。　

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

75

象
に
医
療
給
付
を
行
う
老
人
保
健

特
別
会
計
が
７
億
７
２
１
４
万
２

千
円
（
昨
年
度
当
初
よ
り
５
８
４

７
万
３
千
円
の
減
）。
要
介
護
認

定
を
受
け
た
対
象
者
に
介
護
給
付

を
行
う
介
護
保
険
特
別
会
計
が
４

億
８
６
２
９
万
２
千
円
（
昨
年
度

当
初
よ
り
１
４
５
５
万
７
千
円
の

減
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
特
別
会
計
の
予
算
は

１
億
１
１
万
６
千
円
（
昨
年
度
当

初
よ
り
１
億
９
１
０
万
５
千
円
の

減
）
で
、
施
設
整
備
が
お
お
む
ね

6広報ひの

４月１日付けで職員の人事異動を行いました。
（カッコ）内は旧任です。（事務取扱いの辞令は除く）
なお、現在の役場の機構図を８・９ページ（次ページ）に掲載しています。

前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き

　　  

日野町長　梅林　豊

目
的
に
合
わ
せ
て
運
営
す
る

６
つ
の
特
別
会
計

組
織
の
見
直
し
に
も
着
手

経
費
の
削
減
に
努
め
る

13 年度＝ 8億 9,677 万 8 千円
14年度＝ 6億 8,870 万 8 千円
15年度＝ 6億 4,188 万 6 千円（見込額）
16年度＝ 5億 167 万２千円（見込額）

基金残高の推移
     

■
異
動
（
４
月
１
日
付
）

【
総
務
課
】

　

運
転
手
＝
小
林
実
（
農
林
課
運
転
手
）

【
農
林
課
】

　

課
長
＝
﨏
川
正
文
（
農
林
課
長
補
佐
）

　

課
長
補
佐
＝
中
田
康
介
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

【
根
雨
保
育
所
】

　

所
長
＝
瀧
田
美
紀
子
（
日
野
保
育
所
長
）

　

次
長
＝
音
田
真
理
子
（
日
野
保
育
所
次
長
）

　

主
任
＝
寺
本
か
を
り
（
日
野
保
育
所
主
任
）

　

調
理
員
＝
小
川
由
美
子
（
日
野
保
育
所
調
理
員
）

【
黒
坂
保
育
所
】

　

所
長
＝
長
谷
川
真
由
美
（
根
雨
保
育
所
次
長
）

　

保
育
士
＝
音
田
浩
子
（
日
野
保
育
所
保
育
士
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

　

課
長
＝
川
上
博
史
（
農
林
課
長
）

【
文
化
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
】

　

参
事
＝
松
本
利
秋
（
教
育
課
長
）

　

文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
＝
杉
本
準
一
（
図
書
館
長
）

■
採
用
（
４
月
１
日
付
）

　

総
務
課
主
事
＝
瀬
崎
将
太

　

企
画
振
興
課
主
事
＝
安
井
麻
美

　

健
康
福
祉
課
主
事
＝
斉
鹿
達
観

　

教
育
委
員
会
事
務
局
主
事
＝
入
口
愛
子

■
退
職
（
３
月　

日
付
）

31

　

河
平
芙
美
子
（
根
雨
保
育
所
長
）

　

稲
田
重
美
（
黒
坂
保
育
所
長
）

　

山
形
利
廣
（
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　

米
澤
鉄
夫
（
総
務
課
運
転
手
）



終
了
し
た
た
め
、
大
幅
な
減
額
に

な
り
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の

予
算
は
、
処
理
場
の
増
設
や
保
育

所
建
設
に
伴
う
施
設
整
備
事
業
な

ど
３
億
１
７
４
３
万
７
千
円
（
昨

年
度
当
初
よ
り
１
１
５
８
万
２
千

円
の
増
）。
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
は
、
黒
坂
地
区
の
処
理

場
、
貝
原
地
区
の
施
設
整
備
が
終

了
し
た
た
め
４
９
２
８
万
２
千
円

（
昨
年
度
当
初
よ
り
１
億
３
２
１

９
万
円
の
減
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
各
課
別
の
主
な
事
業

（
当
初
予
算
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

参
議
院
議
員
選
挙
＝
８
３
９
万

９
千
円
（
７
月　

日
予
定
）
▽
農

１１

業
委
員
会
委
員
選
挙
＝
３
７
６
万

１
千
円
（
５
月　

日
予
定
）

23

【
企
画
振
興
課
】

　

合
併
対
策
＝
２
１
８
９
万
３
千

円
（
日
野
・
江
府
合
併
推
進
に
お

け
る
協
議
会
負
担
金
）
▽
湯
け
む

り
の
郷
整
備
構
想
策
定
＝
５
２
万

５
千
円
（
金
持
地
内
に
温
泉
開
発

を
計
画
）
▽
過
疎
バ
ス
対
策
＝
１

８
６
０
万
１
千
円
（
現
在
運
行
中

の
バ
ス
路
線
の
維
持
）

【
住
民
ふ
れ
あ
い
課
】

　

出
生
祝
＝
８
３
万
３
千
円
（
出

生
祝
品
の
贈
呈
。
第
３
子
か
ら
３

万
円
の
祝
金
を
支
給
）

【
健
康
福
祉
課
】

　

福
祉
専
門
員
奨
学
金
貸
付
＝
４

８
０
万
円
（
継
続
者
２
人
、
新
規

２
人
）
▽
保
育
所
建
設
＝
３
億
５

７
３
万
５
千
円
（
根
雨
・
日
野
保

育
所
統
合
に
伴
う
建
設
）
▽
健
康

推
進
＝
２
２
６
７
万
８
千
円
（
検

診
・
健
康
教
室
な
ど
を
実
施
）

【
農
林
課
】

　

特
定
農
山
村
地
域
活
動
支
援
＝

３
０
６
万
３
千
円
▽
森
づ
く
り
作

業
道
整
備
＝
８
３
３
万
６
千
円

（
７
路
線
を
新
設
）
▽
中
菅
地
区

用
水
施
設
整
備
＝
５
９
９
３
万
２

千
円
（
黒
坂
地
区
簡
易
水
道
よ
り

分
水
し
施
設
を
新
設
）

【
地
域
整
備
課
】

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
＝

１
３
４
５
万
２
千
円
（
７
人
槽　
15

基
予
定
）
▽
町
道
渡
線
緊
急
地
方

道
路
整
備
＝
５
０
０
１
万
円
（
１

５
０
㍍
）
▽
町
道
柿
ケ
瀬
線
踏
切

改
良
＝
６
５
９
０
万
９
千
円
（　
43

㍍
・
踏
切
改
良
１
か
所
）

【
教
育
委
員
会
】

　

根
雨
小
学
校
１
年
生　

人
学
級

30

実
施
＝
２
０
０
万
円
（
県
の　

人
30

学
級
を
導
入
し
２
学
級
に
）
▽
黒

坂
小
学
校
複
式
学
級
支
援
町
講
師

任
用
＝
２
６
６
万
５
千
円
（
黒
坂

小
の
２
・
３
学
年
が
複
式
学
級
と

な
る
た
め
講
師
を
採
用
）
▽
町
民

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
＝
６
９
５
０

万
円
（
野
田
・
黒
坂
の
町
民
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
整
備
）
▽
Ｉ
Ｔ
講
習
推

進
＝
１
０
万
６
千
円
（
パ
ソ
コ
ン

講
習
な
ど
）
▽
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
＝
３
２
０
万
８
千
円
（
町
民
参

加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
開
催
）

7 広報ひの

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
 
入
口  
愛
子 

い
り
ぐ
ち 
あ
い
こ

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
 

斉
鹿  
達
観 

さ
い
か 

た
つ
み

企
画
振
興
課

　
　
　
　
 
安
井  
麻
美 

や
す
い 

ま
み

総
務
課

　
　
　
　
 

瀬
崎  
将
太 

せ
さ
き 
し
ょ
う
た

校
給
食
や
学
事
に
関
す

る
こ
と
を
主
に
担
当
し

ま
す
。
安
心
で
安
全
な
地
産
地
消

の
学
校
給
食
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
無
線
、
交
通
安
全
な
ど

に
関
す
る
こ
と
を
主
に

担
当
し
ま
す
。
無
線
放
送
は
緊
張

し
ま
す
が
、
迅
速
な
情
報
伝
達
が

で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

防
、
地
域
安
全
な
ど
に
関

す
る
こ
と
を
主
に
担
当

し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
が
ん
ば

り
ま
す
。

護
予
防
や
在
宅
福
祉
な

ど
に
関
す
る
こ
と
を
主

に
担
当
し
ま
す
。
積
極
的
に
地
域

に
出
か
け
、
多
く
の
人
と
接
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私の

抱負

　
一般会計当初予算の使い道を
費目別１人あたりで算出して
みました。

  民生費　　　  　１９４,４５１円
  公債費　　　　  １６６,６９１円
  総務費　　　  　１２１,６７４円
  衛生費　　　　　８８,１５５円
  農林水産業費　　８０,８７０円
  土木費　　　　　７６,１０３円
  教育費　　　　　７１,８１１円
  商工費　　　　　１７,０２３円
  議会費　　　　　１４,２６７円
  消防費　　　　  　３,３９１円
  予備費　　　　  　３,３０４円
  合　計               ８３７,７４０円

当
初
予
算　

億
７
百
万
円

37

創
意
工
夫
さ
れ
た
主
な
事
業

消防

介学
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　職員の事務分担表
 町長　梅林　　豊

 助役　長谷川猶幸

 
総
務
課

 
企
画
振
興
課

 
住
民
ふ
れ
あ
い
課

 
健
康
福
祉
課

 
地
域
整
備
課

 
人
事
庶
務
係

 
財
政
係

 
防
災
係

 
同
和
対
策
室

 
下
榎
隣
保
館

課
長          
山
田　

俊
一

課
長
補
佐　

音
田　
　

充

室
長　
　
　

石
田　

信
広

主
幹　
　

渡
部　

裕
之

主
事　
　

谷
口　

理
恵

主
事　
　

瀬
崎　

将
太

館
長　

奥
田　
　

修
・
指
導
員　

中
原　

千
鶴
・
生
活
相
談
員　

山
崎　

隆
弘

人
事
・
条
例
・
規
則
・
庶
務

職
員
福
利
・
庁
舎
管
理

財
政
・
財
産
管
理
・
選
挙

消
防
・
防
災
・
水
防
・
人
権
啓
発

下
榎
隣
保
館
運
営

室
長　

石
田
信
広

 
政
策
企
画
係

 
広
報
公
聴
係

 
商
工
観
光
係

 
合
併
推
進
室

主
事　
　

音
田
雄
一
郎

主
事　
　

稲
田
い
ず
み

主
事　
　

安
井　

麻
美

政

聴
・
行
政
無
線
・
国
際
交
流

男
女
共
同
参
画
・
商
工
観
光
・
雇
用

企
業
誘
致
・
統
計
・
交
通
安
全　
　

市
町
村
合
併

 
戸
籍
住
民
係

 
税
務
係

 
評
価
係

主
任　
　

荒
木　

憲
男

主
事　
　

景
山　

政
之

主
事　
　

神
崎　
　

猛

戸
籍
・
住
民
登
録
・
国
民
年
金

庁
舎
内
案
内
・
埋
火
葬
許
可

印
鑑
証
明
・
町
税
の
賦
課
徴
収

税
外
諸
収
入
の
徴
収

固
定
資
産
税
評
価

 
福
祉
係

 
健
康
づ
く
り
係

 
国
保
医
療
係

 
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

 
生
活
環
境
係

 
水
道
係

 
下
水
道
係

 
建
設
係

主
事　
　

住
田　

秀
樹

主
事　
　

山
縣　
　

実

運
転
手　

生
田　

安
彦

環
境
美
化
・
ご
み
処
理
・
し
尿
処
理

簡
易
水
道
・
公
共
下
水
道
・
除
雪

農
業
集
落
排
水
・
町
営
住
宅

改
良
住
宅
・
町
道
新
設
・
維
持

砂
防
・
河
川
・
災
害
復
旧

 
根
雨
保
育
所

所
長　
　

瀧
田
美
紀
子

次
長　
　

田
貝　

陽
子

次
長　
　

音
田
真
理
子

主
任　
　

寺
本
か
を
り

保
育
士　

荒
木　

直
美

調
理
員　

西
村　

和
美

調
理
員　

小
川
由
美
子

嘱
託　
　

荒
木　

一
恵

嘱
託　
　

山
田
佳
奈
子

嘱
託　
　

池
座　

由
香

嘱
託　
　

川
上
加
奈
子

嘱
託　
　

金
田　

美
紀

嘱
託　
　

谷
口　

正
美

嘱
託　
　

長
尾　

美
香

 
黒
坂
保
育
所

所
長　
　

長
谷
川
真
由
美

次
長　
　

生
田　
　

環

主
任　
　

宇
田
川
三
枝

保
育
士　

音
田　

浩
子

調
理
員　

生
田
千
佳
子

嘱
託　
　

柴
田　

初
子

嘱
託　
　

尾
崎　

裕
子

嘱
託　
　

音
田
い
く
子

主
任
保
健
師　

生
田　

季
香

主
任　
　

生
田　

直
子

主
事　
　

中
田　

早
文

主
事　
　

吉
川　

理
恵

主
事　
　

吉
原　

尚
志

主
事　
　

伊
田　

達
彦

主
事　
　

斉
鹿　

達
観

嘱
託　
　

三
輪　

政
美

高
齢
者
福
祉
・
障
害
者
福
祉

母
子
福
祉
・
健
康
づ
く
り

住
民
検
診
・
墓
地
・
国
保

老
人
医
療
・
特
別
医
療

介
護
保
険
・
児
童
福
祉
及
び
保
育
所

日
野
病
院
組
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

課
長          
小
谷　
　

学

参
事　
　
　

松
田　
　

勲

課
長
補
佐　

松
村　
　

譲

課
長          
山
形　

克
彦

課
長
補
佐　

妹
尾　

秀
博

課
長          
金
田　

雅
夫

参
事　
　
　

田
淵　

久
之

課
長
補
佐　

山
形　

知
博

課
長          
恩
田　
　

勉

課
長
補
佐　

柴
田　

孝
志

保　　育　　所

（兼）＝兼務　（併）＝併任　（派）＝派遣

町長部局
電話 72-0340

電話 72-2108

電
話  　

‐
0
3
3
1

72

電
話  　

‐
0
3
3
2

72

電
話  　

‐
0
3
3
3

72

電
話  　

‐
0
3
3
4

72

電
話  　

‐
2
1
0
1

72

電
話  　

‐
0
2
2
5

74

電
話  　

‐
0
2
3
8

72

室
長
（
兼
・
派
）

松
田　

勲 参
事
（
派
）　

西
村　
　
 

昭
・
主
幹
（
派
）　

﨏
川　

和
之

係
長
（
兼
）  
音
田　
　

充

係
長
（
兼
）  
生
田　

哲
二

係
長 
（
兼
） 

池
田　

俊
弘

運
転
手　

小
林　
　

実

運
転
手　

石
田　

三
成

嘱
託　
　

山
川　

洋
介

係
長
（
兼
）  
松
村　
　

譲

係
長
（
兼
）  
伊
田　

喜
浩

係
長　
　
　
  
伊
田　

喜
浩

係
長 　
　
　
 
遠
藤　

律
子

係
長
（
兼
）  
後
藤　

一
則

係
長
（
兼
）  
妹
尾　

秀
博

係
長
（
兼
）  
山
形　

知
博

係
長
（
兼
）  
山
形　

祐
子

係
長
（
兼
）  
音
田　

初
志

所
長　
　
　
  

山
形　

祐
子

所
長
（
兼
）  
山
形　

祐
子

所
長
（
兼
）  
山
形　

祐
子

係
長
（
兼
）  
松
田　

暢
子

係
長
（
兼
）  
柴
田　

孝
志

係
長
（
兼
）  
音
田　
　

守

係
長
（
兼
）  
稲
田　

正
純

平成１６年４月５日現在の役場の機構図を紹介します。

嘱
託　
　

遠
藤　

裕
美

嘱
託　
　

若
杉　

京
子
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日野町機構図　
日野町役場の電話はダイヤル方式です。
おかけになりたい課に直接ダイヤルしていただければ、お話しできます。
土日、祝日、夜間は電話 72-0331  ファクシミリ 72-1484

（市外局番 0859）鳥取県日野郡日野町根雨 101 番地

 
農
林
課

 
農
業
振
興
係

 
林
業
振
興
係

 
施
設
係

主
事
（
併
）

入
澤　

眞
人

主
事　
　

頭
本　

敏
仁

農
業
・
畜
産
・
水
産
業
振
興

林
業
振
興
・
森
林
保
全
・
鳥
獣
保
護

森
林
病
害
虫
・
町
有
林
管
理

農
林
道
開
設
・
農
用
地
・
地
籍
調
査

森
林
開
発
公
団
・
治
山
・
災
害
復
旧

 
黒
坂
支
所

主
任　
　
　
  

松
本　

秀
俊

戸
籍
・
住
民
登
録
・
印
鑑
証
明

埋
火
葬
許
可
・
金
銭
出
納

 
出
納
室

主
任           
飛
田　

朋
伸 

金
銭
・
物
品
出
納

 
教
育
委
員
会
事
務
局

 
総
務
学
事
係

 
人
権
同
和
教
育
係

 
生
涯
学
習
係

主
事　
　

三
好　

達
也

主
事　
　

入
口　

愛
子

運
転
手　

小
谷　
　

勉

人
権
教
育
推
進
員　

奥
田　

陽
子

学
校
教
育
・
社
会
教
育

社
会
体
育
・
人
権
同
和
教
育

文
化
財
保
護
・
生
涯
教
育

 
文
化
セ
ン
タ
ー

 
文
化
振
興
係

係
長
（
兼
）  
杉
本　

準
一

自
主
事
業
企
画
運
営

ホ
ー
ル
貸
出
し
・
文
化
振
興

 
図
書
館

 
図
書
係

係
長
（
兼
）　

松
本　

利
秋

嘱
託　
　

秋
葉　

陽
子

嘱
託　
　

原　
　

則
子

図
書
貸
出
し
・
参
考
業
務

読
書
推
進
･
児
童
サ
ー
ビ
ス

展
示

 
青
年
の
家

 
下
榎
集
会
所

 
歴
史
民
俗
資
料
館

 
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
（
兼
） 

川
上　

博
史

所
長
（
併
） 

奥
田　
　

修

館
長
（
兼
） 

池
座　

敬
人

運
転
手　
　
  
山
川　

茂
樹

調
理
員　
　
  

大
垣
え
り
子

調
理
員
（
兼
） 

亀
崎　

照
子

学
校
栄
養
職
員      

渡
部　

妙
子　
　

嘱
託　
　

足
立　

祐
子

嘱
託　
　

加
藤　

明
美　
　

嘱
託　
　

井
原　

里
美

嘱
託　
　

廣
川　

恵
子

 
公
民
館

 
庶
務
係

係
長
（
兼
）  
山
本　

照
夫

主
任
（
併
） 

松
本　

秀
俊

用
務
員　

亀
崎　

照
子

公
民
館
活
動
・
グ
ル
ー
プ
活
動

青
少
年
育
成
・
高
齢
者
教
育

議    会

局
長　
　

長
谷
川
弘
信

書
記
（
併
）

渡
部　

裕
之

嘱
託　
　

木
村　

久
美

農業委員会

局
長　
　

西
村
千
江
子

主
事　
　

入
澤　

眞
人

議
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

 
日
野
中
学
校

 
根
雨
小
学
校

 
黒
坂
小
学
校

英
語
指
導
助
手

ヘ
レ
ン
・
ア
ン
・
ラ
ム
ズ
ィ
ー

 
小
・
中
学
校

 教育長　池座　敬人教育委員会部局

【平成 16 年４月５日現在】
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史
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係
長
（
兼
）  
中
田　

康
介

係
長
（
兼
）  
﨏
川　

正
文

係
長
（
兼
）  
吉
原　

敏
治

係
長
（
兼
）  
頭
本
み
ど
り

係
長
（
兼
）  
田
貝　

嘉
彦

係
長
（
兼
）  
矢
田
貝
慎
一

講
師　
　

星　

美
智
子



相手の立場を考えよう

　

　

日
野
川
の
激
流
の
中
で
カ
ヌ
ー

の
技
術
を
競
う
―
。
第　

回
鳥
取

21

県
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会
が
、
４
月

　

日
、
安
原
カ
ヌ
ー
特
設
コ
ー
ス

11（
日
野
川
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
徳
島
県
や
京
都
府

な
ど
県
内
外
か
ら　

人
の
選
手
が

62

参
加
。
規
制
さ
れ
た　

ゲ
ー
ト
を

20

通
り
抜
け
る
ス
ラ
ロ
ー
ム
と
約

１
・
５
㌔
の
距
離
を
こ
ぎ
下
る
ワ

イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
２
種
目
が

あ
り
、
選
手
は
そ
の
タ
イ
ム
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
鳥
取
県
の
カ

ヌ
ー
振
興
に
貢
献
し
た
故
広
池
善

博
さ
ん
（
西
伯
町
）
を
し
の
び
、

技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
加
算
し
な
い
広
池
善
博

杯
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
県
外
選
手
が
上
位
を

占
め
る
中
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
男
子
の

部
で
真
島
祐
二
選
手（
米
子
Ｃ
Ｃ
）

が
６
位
。
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー

男
子
の
部
で
、
都
田
祐
道
選
手

（
米
子
Ｃ
Ｃ
）
が
２
位
。
同
女
子

の
部
は
、
地
元
日
野
高
校
の
教
諭
、

福
本
か
な
子
選
手
が
２
位
に
約　
44

秒
の
差
を
つ
け
て
優
勝
し
ま
し
た
。

10広報ひの

　

４
月
９
日
、
安
達
嘉
夫
さ
ん
（
根
雨
）、
鳥
居
良

光
さ
ん
（
黒
坂
）
の
２
人
が
、
国
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
（
４
月
１
日
付
）
を
受
け
ま
し
た
。

　

既
に
山
田
厚
弘
さ
ん
（
津
地
）
が
委
嘱
を
受
け
て

お
り
、
町
内
で
は
３
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
差
別

の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
人
権
相
談

や
街
頭
広
報
な
ど
人
権
尊
重
の
啓
発
活
動
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

人
権
相
談
は
、
毎
月
１
回
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、　

ペ
ー
ジ
の
「
く
ら
し
の

15

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人権相談や街頭広報など啓発活動に励んでいます

鳥居良光さん（黒坂） 山田厚弘さん（津地） 安達嘉夫さん（根雨）

３人の人権 護委員を紹介

　
　
　
   
日
野
川
で
鳥
取
県
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会

ワイルドウォーターの部で優勝。日野高校教諭の福本かな子選手

県内外から選手が参加。果敢にコースを攻める

激
流
に
挑
戦



　

消
防
体
制
の
確
立
と
消
防
技
術

の
向
上
を
図
ろ
う
と
、
４
月
４
日
、

町
消
防
団
任
命
式
・
春
季
訓
練
が
、

根
雨
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

任
命
式
で
は
、
宮
脇
光
男
さ
ん

が
団
長
に
再
任
。
副
団
長
、
分
団

長
、
副
分
団
長
、
班
長
が
新
た
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
の
新
体
制
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
団
長
】
宮
脇
光
男

【
副
団
長
】
住
田
寛
、
藤
原
洋
一

【
分
団
長
】
安
達
幸
博
（
指
揮
分

団
）、
広
川
光
保
（
第
１
分
団
）、

梅
林
利
章
（
第
２
分
団
）、
後
藤

一
則
（
第
３
分
団
）

【
副
分
団
長
】
遠
藤
伸
二
（
指
揮

分
団
）、
継
岩
亨
（
第
１
分
団
）、

世
垣
伸
光
（
第
２
分
団
）、
飛
田

朋
伸
（
第
３
分
団
）

【
新
入
団
員
】
林
義
一
（
第
１
分

団
）、
原
尊
之
（
第
２
分
団
）、

斎
鹿
達
観
（
第
３
分
団
）、
瀬
崎

将
太
（
第
３
分
団
）

生
命
と
財
産
を
守
る

11 広報ひの

５
めざそう循環型社会

VOL.

　

環
境
省
で
は
、
県
や
市
町
村

と
連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

地
域
の
中
で
楽
し
み
な
が
ら
自

主
的
に
環
境
活
動
・
学
習
を
行

う
こ
と
を
支
援
す
る
「
こ
ど
も

エ
コ
ク
ラ
ブ
事
業
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、
数
人
か
ら

　

人
程
度
の
仲
間
と
活
動
を
支

30え
る
１
人
以
上
の
大
人
（
サ

ポ
ー
タ
ー
）
で
構
成
。
メ
ン

バ
ー
は
、
地
域
の
子
ど
も
会
や

学
校
の
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
、
兄

弟
姉
妹
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち

自
身
の
興
味
や
関
心
に
基
づ
い

て
、
自
然
観
察
・
調
査
や
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
な
ど
、
身
近
に
で
き

る
環
境
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
結
成
・
登
録
は
い

つ
で
も
可
能
で
、
登
録
す
る
と

会
員
手
帳
や
バ
ッ
ヂ
、
ま
た
活

動
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
情
報
な
ど

を
掲
載
し
た
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
ニ
ュ
ー

ス
」
が
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
事
務
局

（
日
本
環
境
協
会
）
か
ら
送
ら

れ
て
き
ま
す
。（
登
録
費
・
会
費

は
無
料
）

　

日
野
町
で
は
現
在
、
根
雨
６

区
に
こ
に
こ
子
ど
も
会
が
登
録

し
、
積
極
的
に
環
境
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

　

役
場
地
域
整
備
課　

松
田

　
　
　
（
電
話　

‐
２
１
０
１
）

72

楽
し
く
環
境
活
動
し
よ
う

地
球
に
い
い
こ
と
は
じ
め
よ
う

こどもエコクラブ

イメージキャラクター

「エコまる」

登録のしかた
・役場地域整備課に登録用紙を
　提出します。
・活動期間は４月～翌年３月ま
　でを単位としますが、年間を
　通していつでも登録・活動で
　きます。
・会費は無料です。

【とき】５月７日（金）

　　　　午前９時から

【ところ】役場大会議室

【投票予定日】５月２３日（日）

【問合せ先】選挙管理委員会

　担当　音田充（電話７２‐０３３１）

日野町農業委員会委員選挙

立候補予定者説明会

おしらせ

　
　
　
　
　
　

町
消
防
団
任
命
式
・
春
季
訓
練

防災を誓う町消防団員

　

町
内
の
公
共
施
設
を
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
で
結
び
、

テ
レ
ビ
画
像
を
利
用
し
た

相
談
窓
口
な
ど
を
行
う
公

共
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
完

成
式
が
３
月　

日
、
役
場

22

本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
本

庁
舎
を
拠
点
に
町
内
の
公

共
施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
で
結
び
、
情
報

提
供
の
高
速
化
を
図
る
も

の
で
、
黒
坂
支
所
か
ら
テ

レ
ビ
電
話
を
使
っ
て
本
庁

の
担
当
職
員
と
相
談
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
高
速
化
に
よ
り
Ｉ
Ｔ

教
育
の
充
実
、
地
域
や
行

政
の
情
報
を
瞬
時
に
提
供

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

テレビ会議システムを使い黒坂支所にいる
佐々木議長と本庁で通話する梅林町長

　テレビ画像を利用した住民相談が可能に

　日野町農業委員会委員選挙
（５月２３日投票予定）の立候補
予定者説明会を下記日程で開き
ます。



　

生
涯
学
習
の
推
進
と
お
互
い

の
親
睦
を
図
ろ
う
と
開
か
れ
て

い
る
お
し
ど
り
学
園
の
閉
講
式

が
、
３
月　

日
、
町
公
民
館
で
開

23

か
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
１
年
間
講
座
に
参
加

し
た　

人
の
受
講
生
に
修
了
証

86

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

全
講
座
に
休
ま
ず
出
席
し
た　
13

人
に
皆
勤
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
園
生
を
代
表
し
て
赤
木
政

男
さ
ん
（
下
黒
坂
）
が
「
１
年
間

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
楽
し
く

交
流
が
図
れ
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
は
、
全
員
で
記
念
撮
影
を

し
た
り
、
懇
親
会
が
開
か
れ
、
学

園
生
た
ち
は
楽
し
か
っ
た
１
年

を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
か
ら
参
加
し
続
け

て
い
る
住
田
あ
や
子
さ
ん
（
黒

坂
）
は
「
み
ん
な
と
会
え
る
こ
と

が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。
何
で

も
好
奇
心
を
持
っ
て
挑
戦
す
る

こ
と
が
健
康
の
秘
け
つ
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
学
園
は
、
町
内
の
お
お
む

ね　

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
毎

60

月
１
回
開
か
れ
、
午
前
中
は
生

活
に
役
立
つ
一
般
教
養
講
座
。

午
後
は
生
花
、
手
芸
な
ど
の
専

門
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
学
習

を
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
事
故

を
防
ご
う
と
、
春
の
交
通
安
全
運

動
期
間
中
（
４
月
６
日
か
ら　

日
）

15

の
４
月　

日
、
根
雨
地
区
の

12

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

で
交
通
安
全
街
頭
広
報
を
行
い
ま

し
た
。

　

街
頭
広
報
に
は
町
交
通
安
全
対

策
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
約　

人
20

が
参
加
。
買
い
物
に
訪
れ
る
人
々

に
「
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
ま
し
ょ
う
」「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底
を
」
な
ど
と
チ
ラ
シ
な

ど
を
配
り
な
が
ら
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
町
内
中
を

広
報
し
て
回
る
交
通
安
全
パ
レ
ー

ド
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
の
交
通
事
故
は
、
高
齢
者

の
被
害
が
多
い
こ
と
か
ら
、
春
の

交
通
安
全
運
動
は
「
ま
だ
い
け
る
、

ま
だ
大
丈
夫
は
、
も
う
危
険
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
を
重
点
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

交
通
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

　
　
　

街
頭
広
報
で
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る

まちの話題
Ｍ

Ｉ
Ｎ

Ｎ
Ａ
　

Ｎ
Ｏ

　
Ｈ
Ｉ

Ｒ
Ｏ

Ｂ
Ａ

12広報ひの

　

県
内
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

ろ
う
と
、
３
月　

日
、
日
本
海
新

22

聞
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
（
新
日
本
海
新

聞
社
主
催
）
の
表
彰
式
が
、
町
役

場
町
長
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、
中
国
学
生
優

勝
大
会
の
個
人
選
手
権
女
子
の

部
で
優
勝
し
た
谷
口
弘
美
さ
ん

（
黒
坂
）。
奨
励
賞
に
は
、
長
年

日
野
町
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
発

展
に
貢
献
し
た
牧
田
教
介
さ
ん

（
黒
坂
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
人
に
は
功
績
を
た
た
え
、
賞

状
な
ど
が
梅
林
町
長
か
ら
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

谷
口
さ
ん
は
「
大
学
を
卒
業
し
、

社
会
人
に
な
っ
て
も
選
手
と
し

て
テ
ニ
ス
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
」。
牧
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
も
テ
ニ
ス
の
楽
し
さ
や
続
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
県
内
各
市
町
村
で

特
に
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
人
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
育
成
、
指
導
に

功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
し
、
栄

誉
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

チラシや反射材を配り交通安全を呼びかける

スポーツの振興に貢献
日本海新聞スポーツ大賞

受賞した谷口さん（左）と牧田さん（右）

年
間
を
通
じ
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

　
　

人
に
終
了
証
が
手
渡
さ
れ
る
―
お
し
ど
り
学
園
閉
講
式

86

学園生に修了証が手渡される

話題がありましたら企画振興課まで  
   　　　　　　　　  電話 ７２‐０３３２



　

日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
よ
う
と
、

４
月　

日
、
琴
名
流
大

11

正
琴
曄
の
会
演
奏
会
が

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
は
、
講
師
の

植
木
正
枝
さ
ん
（
根
雨
）

ほ
か
同
会
の
メ
ン
バ
ー

ら
約　

人
が
出
演
。「
ふ

60

る
さ
と
」「
荒
城
の
月
」

「
祇
園
小
唄
」な
ど
約　
25

曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
は「
う
る
わ
し

の
春
」を
来
場
者
と
出
演

者
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。

　

大
正
琴
の
奏
で
る
独
特
の
清
ら

か
な
音
色
が
、
ホ
ー
ル
に
響
き
渡

り
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
の
数
々
に

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

みんなのひろば あなたの声や地域、職場での話題をお寄せください ―。 企画振興課まで TEL ７２‐０３３２

13 広報ひの

　

歩
き
な
が
ら
出
雲
街
道
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
も
ら
お
う
と
、
３

月　

日
、
第
１
回
出
雲
街
道
根
雨

21
宿
・
お
し
ど
り
ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー

ク
が
出
雲
街
道
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
金
持
神
社
周
辺
の
大

山
隠
岐
国
立
公
園
編
入
２
周
年
を

記
念
し
て
同
大
会
実
行
委
員
会

（
窪
田
憲
三
大
会
長
）
が
企
画
。

松
江
市
や
米
子
市
な
ど
県
内
外
か

ら
２
０
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
商
工
会
館
前
を
ス

タ
ー
ト
し
、
根
雨
地
内
の
出
雲
街

道
、
国
道
１
８
１
号
線
沿
い
を
歩

き
な
が
ら
金
持
神
社
で
折
り
返
す

約
８
キ
ロ
。
参
加
者
は
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
し
っ
か
り
と
歩
き
、
春

の
陽
気
の
中
、
す
が
す
が
し
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
金
持
神

社
で
開
運
祈
願
を
し
て
も
ら
っ
た

り
、
根
雨
神
社
や
歴
史
民
俗
資
料

館
に
立
ち
寄
っ
て
地
域
の
歴
史
に

触
れ
て
い
ま
し
た
。

　

出
雲
市
か
ら
参
加
し
た
今
村
ト

キ
子
さ
ん
は
「
古
い
町
並
み
が
懐

か
し
く
感
動
し
ま
し
た
。
い
つ
ま

で
も
こ
の
景
色
や
建
物
を
残
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
」
と
話
し
、
成

瀬
信
司
さ
ん
（
米
子
市
）
は
「
道

端
に
つ
く
し
が
生
え
て
い
て
春
を

感
じ
ま
し
た
」
と
楽
し
か
っ
た
１

日
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
大
会
長
の
窪
田
さ
ん
（
根
雨
）

は
「
オ
シ
ド
リ
シ
ー
ズ
ン
以
外
の

ま
ち
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
年

間
を
通
し
て
積
極
的
に
情
報
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
今
後
の

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

出
雲
街
道
を
歩
き
な
が
ら
歴
史
を
再
発
見

　
  
出
雲
街
道
根
雨
宿
お
し
ど
り
ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
ク
大
会

中にはユニークな衣装での参加者も

２０６人の参加者が春の出雲街道を歩く

　

農
産
物
加
工
品
所
「
大
夢
多

夢
」
の
完
成
式
が
４
月
８
日
、
下

榎
（
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の
隣
り
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
県
や
町
、
Ｊ
Ａ
鳥
取

西
部
の
関
係
者
ら
約　

人
が
出

70

席
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
開

所
を
祝
い
ま
し
た
。

　

加
工
施
設
は
、
杉
や
ヒ
ノ
キ

な
ど
日
野
産
材
を　

㌫
使
っ
た

70

木
造
平
屋
の
約
２
８
９
平
方

㍍

で
、
加
工
室
、
実
習
室
、
み
そ
熟

成
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
費
は
鳥
取
県
と
日
野
町

合
わ
せ
て
９
１
９
８
万
８
千
円
。

県
か
ら
町
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、

運
営
管
理
を
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
に

委
託
し
ま
す
。

　

今
後
Ｊ
Ａ
女
性
会
は
、
町
内

栽
培
の
も
ち
米
「
ス
ズ
ハ
ラ
モ

チ
」
を
使
っ
た
お
こ
わ
や
も
ち
、

ケ
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
ソ
ー
ス
類

や
山
菜
の
お
か
ず
な
ど
を
作
っ

て
販
売
し
て
い
き
ま
す
。

　

名
称
は
Ｊ
Ａ
女
性
会
が
募
集

し
、　

通
の
中
か
ら
「
大
夢
多

73

夢
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
名
づ
け

た
の
は
加
藤
良
子
さ
ん
（
別
所
）

で
「
こ
の
施
設
を
拠
点
に
、
み
ん

な
の
夢
を
乗
せ
て
出
発
し
た
い
」

と
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

施
設
を
管
理
運
営
す
る
Ｊ
Ａ

女
性
会
日
野
支
部
長
の
恩
田
記

子
さ
ん
（
下
菅
）
は
「
今
ま
で
以

上
に
良
い
加
工
品
を
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
夢
を
の
せ
て
出
発

　
 　
　

農
産
物
加
工
所
「 
大  
夢  
多  
夢 
」
が
下
榎
に
完
成

た 

む 

た 

む

農産物加工品所前でテープカットする関係者

さっそく調理場で山菜料理を作る

大正琴を披露する会員たち

清らかな音色にうっとり
　　　　　  琴名流大正琴曄の会演奏会



　

故
田
淵
行
男
さ
ん
は
、
わ
が
国

の
山
岳
写
真
の
先
駆
者
。
高
山

 
蝶 
の
研
究
家
と
し
て
も
全
国
的
に

ち
ょ
う

著
名
な
方
で
す
。

　

今
回
の
作
品
展
は
、
田
淵
さ
ん

の
生
誕
百
周
年（
平
成　

年
６
月
）

17

に
あ
た
り
、
長
野
県
豊
科
町
の
協

力
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　

田
淵
さ
ん
は
、
明
治　
38

年
黒
坂
村
生
ま
れ
、
小
学

校
４
年
生
ま
で
在
住
。
豊

科
町
に
田
淵
行
男
記
念
館

が
あ
り
、
同
町
の
名
誉
町

民
で
も
あ
り
ま
す
。

【
と
き
】

　

６
月　

日
（
日
）
～

13

　

６
月　

日
（
土
）

26

【
と
こ
ろ
】

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

【
入
場
料
】
無
料

【
作
品
展
示
】

　

写
真
等
約　

点
50

【
主
催
】
田
淵
行
男
作
品

　

展
実
行
委
員
会

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

E-mail  hinolib@infosakyu.ne.jp

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

14広報ひの

〇印が休館日です

　　　　　　　　展示コーナー

図書館情報

ペーパーフラワードール作品展

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://ascpcenter.infosakyu.ne.jp/ilis/top.htm

                                         

    
山
岳
写
真
の
先
駆
者

天狗原風景　（秋晴れの槍）

カレンダー

かわいらしい手芸作品がいっぱい

　折り紙や包装紙で作るリサイ

クルとリハビリの手芸作品です。

【出展者紹介】

生田洋子さん・原明由利子さん

■
文
化
セ
ン
タ
ー

７
月
＝
胡
弓
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
＝
人
形
劇（
泣
き
虫
桃
太
郎
）

　

月　

日
（
日
）
＝
町
民
ミ
ュ
ー

10

17

　

ジ
カ
ル

　

月
＝
映
画
会

12■
図
書
館

　

月
＝
お
も
ち
ゃ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

11
　

月
＝
図
書
館
ま
つ
り

12▽
お
は
な
し
会

　

５
月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

22

11

　

年
度
の
催
し

16



 可燃粗大ゴミの収集日（根雨・日野地区）火 １８土 １
 3 歳児健診　開発センター

 受付 :午後 1時 15分～午後 1時 30 分 日 ２
 ペットボトルの収集日（４・５・６班）水 １９ 可燃ゴミの収集は休みます（憲法記念日）月 ３

木 ２０ 可燃ゴミの収集は休みます（国民の休日）火 ４

金 ２１ 可燃ゴミの収集は休みます（こどもの日）水 ５

土 ２２
 心配ごと相談、子育て・高齢者生活相談　

 開発センター・ 老人福祉センター　午前９時～午後３時
木 ６

日 ２３ 人権相談　開発センター　午後１時～午後３時

 古紙の収集日（黒坂・菅福地区）月 ２４
 すくすく親子教室　開発センター

 午前９時 30 分～　内容：親子３Ｂ体操
金 ７

 胃がん検診　町公民館

 受付 :午前 8時～午前 9時
火 ２５土 ８

 ペットボトルの収集日（７・８・９班）水 ２６ 開発センター休館日日 ９
 胃がん検診　開発センター

 受付 :午前 8時～午前 9時
 不燃・資源ゴミの収集日（黒坂・菅福地区）月 １０

 ポリオ予防接種　開発センター

 受付 :午後 1時 15分～午後 1時 30 分

 胃がん検診　町公民館

 受付 :午前 8時～午前 9時
 ひの歩け歩け大会２００４　野田・津地地内

 集合場所 :日野中学校　受付 :午前 8時 40 分　
木 ２７ 可燃粗大ゴミの収集日（黒坂・菅福地区）火 １１

 不要犬・猫引取り日　日野保健所 健康相談　町公民館　午前 9時～午前 10 時

 フッ素塗布・歯科検診　開発センター

 受付 : 午前 9 時 30 分～午前 9 時 45 分 / 午後 1 時～午後 1 時 15 分
金 ２８

 乳児健診　開発センター　

 受付 :午後 1時 30 分～午後 2時

土 ２９ ペットボトルの収集日（１・２・３班）水 １２
 開発センター休館日日 ３０ 年金相談　開発センター　午前 10時～午後２時木 １３
 古紙の収集日（根雨・日野地区）月 ３１

 胃がん検診　町公民館

 受付 :午前 8時～午前 9時

 固定資産税１期分納期限 不要犬・猫引取り日　日野保健所

 乳・甲状腺がん、子宮がん、骨粗鬆症検診 

 日野病院　受付 :午後 1時 30分～午後 2時
金 １４

 行政相談　町公民館　午前９時～午前１２時土 １５

日 １６
 不燃・資源ゴミの収集日（根雨・日野地区）月 １７

72‐0334健康福祉課72‐0333住民ふれあい課72‐0332企画振興課72‐0331総務課
72‐2105出納室74‐0211黒坂支所72‐2102農林課72‐2101地域整備課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所74‐0212公民館72‐2555福祉センター72‐1167給食センター
72‐0331夜間・休日74‐0225黒坂保育所72‐1133日野保育所72‐0238根雨保育所

ＭＡＹ（皐月）月

直
通
電
話

15 広報ひの

" ひの”歩け！歩け！大会 2004
【とき】　５月２７日（木）少雨決行

　　　　  午前８時４５分日野中学校集合

【対象】　町内在住者の方

【距離】　３㌔・７㌔コース

【参加費】　無料です

【問合せ先】　役場健康福祉課（電話 72-0334）



夜
空
に
映
え
る

届
出　

３
月　

日
～
４
月　

日   
敬
称
略

11

10

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
    　
（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

３
月

藤
原
さ
く
ら　
康
洋
・
敦
子　

女
の
子　

根
雨

４
月

坂
本　

翔
平　
正
弘
・
美
智
子　

男
の
子　

濁
谷

柴
田　

舞
花　
税　

・
美
穂
子　

女
の
子　

根
雨

 

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

３
月

福
谷　

國
利　
　
　

歳　
　

高
尾

78

青
砥　
　

進　
　
　

歳　
　

福
長

70

西
村
マ
サ
コ　
　
　

歳　
　

下
榎

91

遠
藤
と
し
こ　
　
　

歳　
　

根
雨

92

熊
野　
　

猛　
　
　

歳　
　

金
持

72

代
高
田
徳
代　
　
　

歳　
　

下
菅

88

４
月

生
田　

重
之　
　
　

歳　
　

野
田

85

音
田　

恒
次　
　
　

歳　
　

野
田

70

　

桜
が
咲
く
時
季
を
迎
え
た
塔
の
峰
公

園
（
本
郷
）
で
は
、
夜
桜
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
３
月　

日
か
ら
４
月　

28

19

日
の
間
、
夜
に
な
る
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
６
時　

分
に
な
る
と
、
一
斉
に

30

同
公
園
内
の
約
１
０
０
個
の
ぼ
ん
ぼ
り

が
点
灯
。
夜
空
に
ピ
ン
ク
色
の
桜
が
浮

か
び
上
が
り
、
幻
想
的
な
景
色
を
演
出

し
、
多
く
の
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
２
年
ぶ
り
で
、
期

間
中
、
夜
桜
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ぼ
ん
ぼ
り
は
、
３
月　

日
、
町

27

建
築
協
会
（
西
村
実
会
長
、　

社
）
が
、

10

同
公
園
の
歩
道
沿
い
（
約
２
０
０
㍍
）

に
取
り
つ
け
ま
し
た
。

　

同
協
会
員　

人
が
集
ま
り
、
町
内
の

10

商
店
名
が
入
っ
た
ぼ
ん
ぼ
り
を
頂
上
ひ

ろ
ば
ま
で
約
３
時
間
か
け
て
設
置
。
会

員
ら
は
「
多
く
の
方
に
夜
桜
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
。
見
物
客
が
増
え
、
ま
ち
も

元
気
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
ま
ち
の
活
性
化
に
協
力
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
作
業
に
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
、
ま
た
ね
」
あ
た

か
も
そ
う
言
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
旋
回
し
て
行
っ
た
オ
シ
ド
リ
。

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
待
っ
て

る
よ
。
私
た
ち
は
日
野
鳥
民
」
と

留
守
番
隊
を
決
め
た
オ
シ
ド
リ
。

渡
り
鳥
と
留
鳥
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子

育
て
を
応
援
し
た
い
も
の
で
す
。

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
も
目
が
離
せ
ま
せ

ん
。
ヒ
ナ
の
情
報
を
く
だ
さ
い
。

連
絡
先   
オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
   
森
田
（　

‐
０
２
７
１
）
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渡
り
鳥
と
留
鳥

■
発

行
  日

野
町
役

場
　

〒
６８９

‐
４５０３

 鳥
取
県
日
野
郡
日
野
町

根
雨

１０１
　
　

　
　

　
　

      　
TEL（

0859）
72-0332・

FAX 72-1484                                   ■
編
集

  企
画
振

興
課
■
印
刷
  冨

士
印
刷
有
限
会
社

わたしの町
３月３１日現在

人　口  4,425 人（-25）

男　性  2,081 人（-20）

女　性  2,344 人（-5）

世帯数  1,556 戸（-10）

（前月比）

16広報ひの

夜空に桜が映え幻想的な景色の塔の峰公園

ぼんぼりつけ作業に汗を流す
町建築協会の会員ら


